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成田空港における 2014 年夏ダイヤ定期航空会社別スケジュール発着回数等を取りまとめましたの

で発表いたします。 

なお、本発着回数は、冬夏ダイヤへの切り替え後、各社の運航スケジュールが規則的に推移し始め

る時期（4月6日～4月19日の14日間）の発着回数情報をもとに当社が独自に集計したものです。 

詳細は別紙（2014年夏ダイヤ定期航空会社別スケジュール発着回数）をご参照ください。 

 

※数値の比較対象期間  2013年冬ダイヤ（2013年11月10日～11月23日の14日間） 

2013年夏ダイヤ（2013年4月7日～4月20日の14日間） 

 

【概要】 

 週間発着回数は、総計 4,218 回で過去最高を更新 

（対 2013 年冬＋78 回、対 2013 年夏＋74 回） 

【内訳】  

〔国際線〕 対 2013 年冬  ＋2 回 （旅客便 ▲16 回、貨物便 ＋18 回） 

対 2013 年夏 ＋12 回 （旅客便 ＋18 回、貨物便  ▲6 回） 

〔国内線〕 対 2013 年冬 ＋76 回 （旅客便 ＋76 回、貨物便  ±0 回） 

対 2013 年夏 ＋62 回 （旅客便 ＋56 回、貨物便  ＋6 回） 

 

   ～対 2013 年冬の主な要因～ 

〔国際線〕 ・旅客便  

羽田空港国際線 2次増枠の影響による全日本空輸・日本航空等の減便・運休（▲126回） 

ﾊﾞﾆﾗｴｱの新規就航、ｾﾌﾞﾊﾟｼﾌｨｯｸ航空の新規就航、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ航空の増便等（＋166 回） 

その他減便・運休（▲56 回） 

・貨物便  

ﾌｪﾃﾞﾗﾙｴｸｽﾌﾟﾚｽの増便等（＋18 回） 

〔国内線〕 ・旅客便 

ﾊﾞﾆﾗｴｱの新規就航、ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝの高松線就航および札幌線の増便等（＋174 回） 

日本航空の札幌線・名古屋線・福岡線の減便等（▲98 回） 
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 航空会社数は、82 社で歴代 3 位 （対 2013 年冬 ▲2 社、対 2013 夏 ▲１社） 

【対 2013 年冬の増減内訳】 

〔追 加〕 ﾊﾞﾆﾗｴｱ、ｾﾌﾞﾊﾟｼﾌｨｯｸ航空 

〔撤 退〕 ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ航空、ｴｼﾞﾌﾟﾄ航空、TAM ﾌﾞﾗｼﾞﾙ航空、ｴﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝ航空 

 

 

 就航都市数は、海外 100 都市、国内 15 都市の合計 115 都市で歴代 2 位      

（対 2013 年冬 [海外]▲1 都市、[国内]±0 都市、対 2013 年夏 [海外]＋2 都市、国内＋4 都市） 

【対 2013 年冬の増減内訳】 

〔追 加〕 ﾗﾎｰﾙ線（ﾊﾟｷｽﾀﾝ国際航空）、ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ線(全日本空輸)、ｳﾞｪﾈﾂｨｱ線(ｱﾘﾀﾘｱ-ｲﾀﾘｱ航空), 

ﾀｼｹﾝﾄ線(ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ国営航空)、高松線（ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ）、米子線(ｽｶｲﾏｰｸ) 

〔運 休〕 ｶﾗﾁ線（ﾊﾟｷｽﾀﾝ国際航空）、天津線（全日本空輸）、ﾐｭﾝﾍﾝ線（全日本空輸、ﾙﾌﾄﾊﾝｻﾞﾄﾞｲﾂ航 

空）、ｸﾗｲｽﾄﾁｬｰﾁ線 （ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ航空）、ﾀﾞｰｳｨﾝ線（ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ)、石垣線（ｽｶｲﾏｰｸ）、旭川

線(ｽｶｲﾏｰｸ)  

       

 

 

 

 

 

 



（１） 国  際  線 （旅客便） （２）国　際　線　（貨物便）
（単位：回） （単位：回）

14夏① 13冬② 13夏③ ①－② ①－③ 14夏① 13冬② 13夏③ ①－② ①－③
ＡＣＩ エア・カレドニア・インターナショナル 10 8 8 2 2 ＡＡＲ アシアナ航空 6 4 6 2 0
ＡＦＬ アエロフロート・ロシア航空 14 14 14 0 0 ＡＢＷ＊ エアブリッジカーゴ 4 4 4 0 0
ＡＦＲ エールフランス航空 14 28 28 △ 14 △ 14 ＡＦＬ アエロフロート・ロシア航空（撤退） 0 0 8 0 △ 8
ＡＭＸ アエロメヒコ航空 6 6 6 0 0 ＡＦＲ エールフランス航空 2 2 4 0 △ 2
ＡＺＡ アリタリア－イタリア航空 28 26 28 2 0 ＡＨＫ＊ エアホンコン 12 12 12 0 0
ＣＳＡ チェコ航空★（ＫＡＬとのコードシェア） ＡＪＸ エアージャパン 14 12 12 2 2
ＣＳＮ 中国南方航空 30 30 30 0 0 ＡＮＡ 全日本空輸 76 72 74 4 2
ＤＡＬ デルタ航空 262 286 318 △ 24 △ 56 ＣＡＬ チャイナエアライン 8 8 8 0 0
ＧＩＡ ガルーダ・インドネシア航空 28 28 28 0 0 ＣＡＯ＊ 中国国際貨運航空 10 10 10 0 0
ＨＶＮ ベトナム航空 38 38 38 0 0 ＣＫＫ＊ 中国貨運航空 4 4 4 0 0
ＫＡＬ 大韓航空 98 94 126 4 △ 28 ＣＰＡ キャセイパシフィック航空 16 16 16 0 0
ＫＬＭ ＫＬＭオランダ航空 16 18 22 △ 2 △ 6 ＥＩＡ＊ エバーグリーン航空（撤退） 0 0 2 0 △ 2
ＫＱＡ ケニア航空★（ＫＡＬとのコードシェア） ＥＶＡ エバー航空(運休) 0 4 4 △ 4 △ 4
ＶＩＲ ヴァージンアトランティック航空 14 14 14 0 0 ＦＤＸ＊ フェデラルエクスプレス 96 80 88 16 8
ＶＬＫ ウラジオストク航空（撤退） 0 0 12 0 △ 12 ＧＥＣ＊ ルフトハンザカーゴ 10 14 14 △ 4 △ 4

558 590 672 △ 32 △ 114 ＫＡＬ 大韓航空 14 14 14 0 0
ＡＡＲ アシアナ航空 56 56 56 0 0 ＭＡＳ マレーシア航空 4 4 4 0 0
ＡＢＬ エアプサン 14 14 14 0 0 ＮＣＡ＊ 日本貨物航空 106 106 96 0 10
ＡＣＡ エア・カナダ 36 30 36 6 0 ＰＡＣ＊ ポーラーエアカーゴ　 34 32 38 2 △ 4
ＡＪＸ エアージャパン 14 14 14 0 0 ＴＨＡ タイ国際航空 2 2 2 0 0
ＡＮＡ 全日本空輸 476 526 482 △ 50 △ 6 ＵＰＳ＊ ユナイテッドパーセルサービス 46 46 50 0 △ 4
ＡＮＺ ニュージーランド航空 14 12 14 2 0 464 446 470 18 △ 6
ＡＵＡ オーストリア航空 12 12 14 0 △ 2 3,320 3,318 3,308 2 12
ＢＥＲ エアベルリン★（ＥＴＤとのコードシェア） 474 474 473 0 1
ＣＣＡ 中国国際航空 86 86 86 0 0
ＣＤＧ 山東航空★（ＡＮＡとのコードシェア）
ＣＳＺ 深セン航空★（ＡＮＡとのコードシェア） （３）国  内  線 （旅客便・貨物便）
ＤＬＨ ルフトハンザドイツ航空 14 28 28 △ 14 △ 14 （単位：回）

　ＥＴＤ  エティハド航空 14 14 14 0 0
ＥＶＡ エバー航空 42 36 28 6 14 14夏① 13冬② 13夏③ ①－② ①－③
ＪＡＩ ジェットエアウェイズ★（ＡＮＡとのコードシェア） ＡＮＡ 全日本空輸 182 196 196 △ 14 △ 14
ＭＧＬ ＭＩＡＴモンゴル航空 4 4 4 0 0 ＡＰＪ＊ ピーチ・アビエーション 34 28 0 6 34
ＭＳＲ エジプト航空（撤退） 0 0 4 0 △ 4 ＩＢＸ＊ ＩＢＥＸエアラインズ 28 42 42 △ 14 △ 14
ＱＴＲ カタール航空('14年夏ダイヤより第2PTBへ移転) - 14 14 △ 14 △ 14 ＪＡＬ 日本航空 98 168 168 △ 70 △ 70
ＳＡＡ 南アフリカ航空★（ＡＮＡとのコードシェア） ＪＪＰ＊ ジェットスター・ジャパン 356 290 208 66 148
ＳＡＳ スカンジナビア航空 14 14 14 0 0 ＳＫＹ＊ スカイマーク 84 80 140 4 △ 56
ＳＩＡ シンガポール航空 42 42 42 0 0 ＷＡＪ エアアジア・ジャパン(撤退) 0 0 70 0 △ 70
ＳＷＲ スイスインターナショナルエアラインズ 14 14 14 0 0 ＶＮＬ バニラエア 98 0 0 98 98
ＴＡＭ ＴＡＭブラジル航空★（ＡＮＡとのコードシェア）（撤退） 880 804 824 76 56
ＴＨＡ タイ国際航空 42 42 42 0 0 ＡＮＡ 全日本空輸 18 18 12 0 6
ＴＨＹ ターキッシュ　エアラインズ 28 28 14 0 14 18 18 12 0 6
ＵＡＬ ユナイテッド航空 210 224 224 △ 14 △ 14 898 822 836 76 62
ＵＺＢ ウズベキスタン国営航空 2 0 2 2 0 128 117 119 11 9
ＶＡＵ ヴァージン・オーストラリア★（ＳＩＡとのコードシェア）

1,134 1,210 1,160 △ 76 △ 26 （４）総　　計
1,692 1,800 1,832 △ 108 △ 140 （単位：回）

ＡＡＬ アメリカン航空 52 52 56 0 △ 4
ＡＩＣ エア インディア 6 10 10 △ 4 △ 4 14夏① 13冬② 13夏③ ①－② ①－③
ＡＬＫ スリランカ航空 8 8 8 0 0
ＡＭＵ マカオ航空 8 8 4 0 4
ＡＮＧ ニューギニア航空 2 4 2 △ 2 0
ＡＷＥ ＵＳエアウェイズ★（ＡＡＬとのコードシェア）
ＢＡＷ ブリティッシュ・エアウェイズ 14 14 14 0 0
ＢＫＰ バンコク・エアウェイズ★（ＪＡＬとのコードシェア）
ＣＡＬ チャイナエアライン 62 56 56 6 6
ＣＥＢ セブパシフィック航空 14 0 0 14 14
ＣＥＳ 中国東方航空 44 44 44 0 0
ＣＰＡ キャセイパシフィック航空 70 70 70 0 0
ＥＳＲ イースター航空 14 14 14 0 0
ＦＩＮ フィンランド航空 14 14 14 0 0
ＪＡＬ 日本航空 554 580 542 △ 26 12
ＪＪＡ チェジュ航空 28 28 0 0 28
ＪＳＴ ジェットスター 24 34 32 △ 10 △ 8
ＬＡＮ ラン航空★（ＪＡＬとのコードシェア）
ＭＡＳ マレーシア航空 36 36 30 0 6
ＰＡＬ フィリピン航空 70 26 24 44 46
ＰＩＡ パキスタン国際航空 4 4 4 0 0
ＱＦＡ カンタス航空 14 14 14 0 0
ＱＴＲ カタール航空('14年夏ダイヤより第1PTBから移転) 14 - - 14 14
ＳＢＩ Ｓ７航空 10 10 8 0 2
ＳＣＯ スクート 14 14 14 0 0
ＴＨＴ エア タヒチ ヌイ 4 4 4 0 0
ＴＮＡ トランスアジア航空 14 14 0 0 14
ＴＳＯ トランスアエロ航空　※1 0 0 0 0 0
ＵＡＥ エミレーツ航空 14 14 14 0 0
ＷＡＪ エアアジア・ジャパン(撤退) 0 0 28 0 △ 28
ＶＮＬ バニラエア 56 0 0 56 56

1,164 1,072 1,006 92 158

2,856 2,872 2,838 △ 16 18

・航空会社欄「★」：コードシェアのみの航空会社
・　　　　　  ：2013年冬ダイヤ当初と比較して新規就航となった航空会社　　　　　　
・　　　　　　：2014年夏ダイヤより撤退となった航空会社　
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貨 物 便　計　（１９社　＊うち貨物専用９社　）
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・ この表は、ＩＡＴＡ調整後のデータに基づきＮＡＡにて週間発着回数を独自にとりまとめたものであり、国土交通省が取りまとめた数値とは一部異なる。 
 

・ 2014年夏ダイヤは、2014年3月30日～2014年10月25日までの期間である。本発着回数は、冬夏ダイヤの切り替え後、各社の運航スケジュールが規則的に 
  推移し始める時期の2週間分の発着回数を平均し算出している。2014年夏ダイヤにおける集計対象期間は、2014年4月6日～4月19日(14日間)とした。 
 
・ 2013年冬ダイヤの週間発着回数は2013年11月10日～11月23日(14日間)を、2013年夏ダイヤの週間発着回数は2013年4月7日～4月20日（14日間)の発着回 
  数をそれぞれベースとしている。 

●乗り入れ航空会社数 ： ８２社  ※2013年冬ダイヤ当初 ８４社 

 

・2013年冬ダイヤ当初と比較して新規就航となった航空会社 【２社】 

 ［2013年冬ダイヤ中の新規航空会社］バニラエア 

 ［2014年夏ダイヤ当初からの新規航空会社］セブパシフィック航空 

・2013年冬ダイヤ当初と比較して運休となった航空会社 なし 

・2013年冬ダイヤ当初と比較して撤退となった航空会社【４社】 

  ウラジオストク航空、エジプト航空、ＴＡＭブラジル航空、エバーグリーン航空 

 ※1 トランスアエロ航空については、2014年6月23日～2014年9月22日運航予定 

 

●乗り入れ都市数 ：  [海外]１００都市（３４ヵ国 ３地域）[国内] １５都市 合 計 １１５ 都市 （３地域は香港、マカオ、台湾） 
              ※2013年冬ダイヤ当初［海外］１０１都市（３３カ国 ３地域）［国内］１５都市 合計１１６都市 
 
・2013年冬ダイヤ当初と比較して追加となった都市 【６都市】 
 [2013年冬ダイヤ中の追加] ラホール（旅客)、高松（旅客）、米子（旅客） 
 [2014年夏ダイヤ当初からの追加] デュッセルドルフ（旅客）、ヴェネツィア（旅客）、タシケント（旅客） 
・2013年冬ダイヤ当初と比較して運休となった都市 【７都市】 
 [2013年冬ダイヤ中の運休] カラチ（旅客）、天津（貨物）  
 [2014年夏ダイヤ当初からの運休] ミュンヘン（旅客:2014年3月30日まで運航）、クライストチャーチ（旅客、経由便のみ）、ダーウィン（旅客） 
                 石垣（旅客）、旭川（旅客:2014年3月31日まで運航） 

２０１４年３月２７日 
成田国際空港株式会社 



 

 

 

 

2014 年夏ダイヤ開始時点における新規就航等について 

 

3 月 30日（日）より 2014年夏ダイヤによる運航が始まり、成田空港においても下記のとおり、各航空

会社による新規就航・路線開設・増便が開始されます。成田空港は今後も、さらなるネットワーク拡大

に向けて、努力して参ります。 

新規就航については、フィリピンを代表する LCC であるセブパシフィック航空が成田＝マニラ線を開

始します。同社は 1996 年 3 月に航空業界に参入して以来、｢low fare, great value｣のもと、低運賃なが

ら高いサービスを提供することにより顧客を獲得し、自社のネットワークを拡大してきました。同社の就

航により、成田＝マニラ間の旅行における時間帯や航空運賃の選択肢が拡大します。 

また ANAがデュッセルドルフ線を、アリタリア-イタリア航空がヴェネツィア線を新規に開設します。デ

ュッセルドルフは、欧州でロンドン・パリに次ぐ３番目の規模を有する日系コミュニティを形成し、日系企

業も多数進出している欧州の主要な産業都市のひとつです。また、ヴェネツィアは水の都として街その

ものが世界遺産に登録されている美しい都市です。アジアとヴェネツィアを結ぶ定期路線としては、今

回の成田線が初となり、年間 1200 万人の観光客が訪れるイタリア屈指の観光地へ直行することがで

きるようになります。この２都市への路線開設により、成田空港から欧州への就航先が増え、同地域を

周遊する上での利便性が向上します。 

増便については、日本航空がニューヨーク線を、ユナイテッド航空がヒューストン線をそれぞれダブ

ルデイリー運航とします。この増便により、北米へのネットワークが強化されるとともに、同２都市を経

由することで、中南米方面へのアクセス利便性も向上します。 

 詳細については、各航空会社の公式ホームページをご参照下さい。 

 

記 

 

 新規就航・路線開設・増便（夏ダイヤ開始時） 
 

 
航空会社 就航先 備考 

新規就航 セブパシフィック航空 マニラ 3 月 30 日より毎日運航 

路線開設 
全日本空輸 デュッセルドルフ 3 月 30 日より毎日運航 

アリタリア-イタリア航空 ヴェネツィア 4 月 2日より週 2便運航 

増便 
日本航空 ニューヨーク 3 月 30 日より週 7便から週 14便に増便 

ユナイテッド航空 ヒューストン 3 月 31 日より週 7便から週 14便に増便 

 

別紙 


	

